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緑丘トピックス 平成２７年１月２９日（木）

☆☆☆大きな挑戦！！大学入試センター試験☆☆☆

校長 吉 田 孝 一

◎ 標記試験（正式には、「平成２７年度大学入学者選抜大学入試センター試験」）が、

１月１７日（土）及び１月１８日（日）に実施されました。本校生徒２９名は、試験会

場である室蘭工業大学に出向き、この試験に挑戦しました。

２９名の生徒は、年末年始も何のその、勉学に邁進しておりました。私が彼らの真剣

な眼差し、そして凜とした美しい姿を見たのは、冬休み中の「進学講習」（１２／２２

（月）～１２／２６（金）各日８：２５～１５：３０と、１／５（月）～１／９（金）

各日８：２５～１５：３０）でした。その姿を見ていることもあり全員が希望の進路を

実現することを願うばかりです。努力･挑戦した彼らの前途に光りあれ！です。

◎ 一方、教員も両日、休業日でありましたが奮闘しておりました。特に、１月１７日は、

３学年担任の佐々木・工藤・寺澤教諭（と私）は、朝８時に会場の室蘭工業大学正門前

に集合し、受験に臨む生徒に活力源のチョコレートを渡しつつ激励したのでした。もち

ろん高校には、３学年担任の青木教諭と教頭が危機管理体制の一環として待機して、そ

こから２９名に健闘を祈っておりました。

それにしても、「受験は団体戦だ！」と改めて感じる場面がありました。当日、室工

大正門には胆振西部の公私立高校の職員が我々と同じような行動をしておりましたが、

中には「のぼり・幟」を立て「横断幕」を張って、共にがんばろうという一体感を表現

している高校もありました。

なお、受験者（高校３年生といわゆる浪人生）は、全国で約５６０，０００人（その

内、北海道は約１８，０００人、室工大会場は約４３０人）でした。

◎ 今後、開校以来、文武両道を旗印としている本校は、センター試験挑戦者を４０人そ

して５０人と増やしていかねばと思います。また学校全体としても「受験は団体戦だ！」

を醸し出していく必要があろうかと思います。その具体の一つに「のぼり・幟」と「横

断幕」を作ることも一策かと考えます。この２つは、学校祭・体育大会・体験入学・あ

るいは入学式や卒業式など、いろいろな場面でも使え重宝するものと思います。

いずれにしても、創意工夫をもって日々努力することが、より一層「地域に信頼され

る学校｣としての質を高めるものと考えます。



大会結果報告 ＊冬休み前集会にて表彰式が行われました。

〈地区大会〉

バドミントン部

①第６７回北海道バドミントン選手権室蘭地区予選会高校の部

・男子シングルス 準優勝 蛯子 祐紀（２Ｂ） ・女子ダブルス 優勝 高橋 百華（２Ｃ）・江口 輝美（２Ｄ）

②第４７回北海道高等学校新人バドミントン大会室蘭地区予選会

・学校対抗戦団体男子 準優勝 ・学校対抗戦団体女子 第3位 ・女子ダブルス優勝 高橋 百華（２－Ｃ）・江口 輝美（２－Ｄ）

サッカー部 平成２６年度室蘭地区高等学校サッカー新人大会 優 勝

陸上競技部 第29回高体連室蘭支部新人陸上競技大会

（１）男子・200M ４位 岩崎 一生（２Ｃ） ・5000M４位 中村 宇貴（１Ａ） ・4×100MR ４位 １Ｄ髙橋・２Ｃ岩崎・１Ｂ三上・２Ｄ小川
・ 4×400MR ４位 １Ｂ三上・２Ｄ小川・１Ｄ髙橋・２Ｃ岩崎 ・走幅跳４位 小川 航史（２Ｄ） ・砲丸投６位 西田 聖那（１Ｂ）
・ 円盤投 ４位 武石 舜矢（２Ｂ）

（２）女子・400M ５位 井上 美沙樹（２Ａ） ・800M２位 森田 愛里沙（１Ｄ） ・4×100MR １位 ２Ｂ山森・２Ａ井上・１Ｄ森田・１Ｄ黒田
・4×400MR １位 ２Ｂ山森・２Ａ井上・１Ｄ黒田・１Ｄ森田 ・走幅跳１位 黒田 七海（１Ｄ）２位 山森 汐莉（２Ｂ）
・やり投２位 松岡 未紗（１Ｄ）

合唱部 第81回全国学校音楽コンクール室蘭地区大会 最優秀賞

美術部 第48回高文連室蘭支部美術展・研究会 最優秀賞 岡崎 芽生（３Ａ）

演劇部 第64回高文連室蘭支部演劇発表大会 最優秀賞

放送局 第37回放送コンテスト北海道大会 室蘭地区大会 ラジオ番組部門第３位

吹奏楽局 ① 第59回北海道吹奏楽コンクール日胆地区予選 高等学校Ｂ編成の部 金賞

② 第51回北海道管楽器個人コンクール日胆地区予選

・管楽器ソロの部 金賞 門間 隆斗（２Ｂ）森田 真苗（１Ｂ）

・コントラバスソロの部 金賞 新 愛美（２Ｃ）・打楽器ソロの部 金賞 山木 桃華（２Ｃ）

〈全道大会〉

陸上部 第30回北海道高等学校新人陸上競技大会 男子個人200M 第７位 岩崎 一 生（２Ｃ）

合唱部 北海道合唱コンクール 高校Ａ部門 銅賞

美術部 第48回北海道高等学校美術展・研究大会 全道優秀作品 岡崎 芽生（３Ａ）

図書館へようこそ！

本校図書館は昼休みと放課後に開館しており、本や新聞を読む

生徒、自主学習する生徒、放課後には交通機関の待ち時間を過ご

す生徒などもいて、多くの生徒が様々なかたちで利用しています。

蔵書はすべてデータベース化しており、バーコードを使用するた

め簡単な手続きで本の貸出・返却ができます。昨年度、図書の配

置や展示方法を大幅にリニューアルしました。入口そばの《特集

コーナー》には映画・ドラマの原作本や、教科書に掲載されてい

る本の紹介のほか、季節ごとにテーマを決め、小物や切り絵等の装飾とともに本を展示しています。

手に取りやすいように工夫された配置や、掲示物の手作りなど、図書局員の努力もあって、昨年度

よりも貸出冊数と利用者数はともに増加となり、より活気のある図書館になりました。これからも

緑高生のニーズに合わせた図書館づくりを目指していきます。 （図書館担当；北條）

《特集コーナー》…現在は“バレンタイン”をテーマに展示。

レシピ本だけではなくラッピングの本なども紹介しています。

また生徒からの要望を反映させ、小論文の書き方や進路関係の本が

増えました。


